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シリ ズーシリ ズー 地域で活躍する人　　則之内西区予算化された事業 その後

地
域
の
農
業
を
共
同
で
守
る

川
内
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

　

Ｅ
Ｖ
設
備
等
整
備
事
業

和
田
丸
集
落
営
農
会

◆
今
後
の
活
動
予
定

　

四
季
に
応
じ
た
農
地
管

理
や
中
山
間
特
有
の
水
路

の
維
持
管
理
な
ど
、
様
々

な
作
業
を
協
力
し
て
実
施

し
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
田
ん
ぼ
で

地
域
が
つ
な
が
り
合
う
活

動
を
、
積
極
的
に
拡
大
し

て
い
き
ま
す
。

◆
活
動
の
成
果
と
課
題

　

後
継
者
の
い
な
い
全
て

の
農
地
を
受
委
託
契
約
に

基
づ
き
、
集
落
営
農
会
を

通
じ
て
各
会
員
で
耕
作
し

て
い
ま
す
。
放
棄
地
は
皆

無
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
課
題
は
、

共
同
施
設
の
整
備
、
次
世

代
後
継
者
の
育
成
、
消
費

者
団
体
と
の
関
係
づ
く
り

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

◆
議
会
へ
の
要
望
は

　

農
地
を
守
り
、
子
育
て

し
や
す
い
環
境
を
つ
く
る

と
い
う
行
政
の
指
針
を
明

確
に
示
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

◆
活
動
内
容
は

　

中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
制
度
・
多
面
的
機
能
支

払
制
度
等
を
活
用
し
、
耕

作
放
棄
地
防
止
等
を
含
め

て
、
農
作
業
の
受
委
託
及

び
農
業
用
機
械
施
設
の
共

同
利
用
、
農
地
や
農
道
・

水
路
の
保
全
活
動
を
、
地

域
コ
ミ
ュ
テ
ィ
を
通
じ
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
育
苗
か
ら
田
植
え
、

収
穫
・
販
売
の
全
て
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

和
田
丸
集
落
営
農
会
は
、
平
成
28
年
11
月
に

設
立
し
ま
し
た
。
集
落
内
の
農
地
の
維
持
を
図

る
た
め
、
農
作
業
を
請
け
負
っ
て
い
ま
す
。

　

国
の
地
域
公
共
交
通
再
構
築
事
業
に
よ
り
、
川

内
地
区
の
重
要
な
交
通
起
点
で
あ
る
、
伊
予
鉄
バ

ス
株
式
会
社　

川
内
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
整
備
す

る
事
業
（
国
１
／
３
、市
１
／
３
、事
業
者
１
／
３
）

が
完
了
し
ま
し
た
。

白
しらいし
石　篤

あつ
史
し
さん（上砂）

伊予鉄バス株式会社
自動車部　中

なかがわ
川　智

ともゆき
之さん

【則之内西区】　
　塩ヶ森をはじめとする山並みに挟
まれた井内川と県道美川・川内線沿
いに田園風景が広がる中山間地域。
人口の多い保免、有機農法等に取り
組む和田丸、西谷小学校・幼稚園、
リサイクルセンターが立地する惣田
谷下で構成されている。９月末人口
は 812 人（390 世帯）

草刈り

田植え稲刈り

ハウスで育苗

屋根のついた駐輪場 通勤・送迎用の駐車スペース 熱心に協議

交通系
キャッシュレス決済

田植え交流会

ＵＳＢポート

ＥＶバス充電設備

五
十
音
順
で
各
区
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。

次
回（
80
号
）は「
則
之
内
東
区
」

を
取
材
予
定
で
す
。

◆�

事
業
内
容
と
そ
の
成
果
は

①
Ｅ
Ｖ
バ
ス
関
連
施
設
の

整
備

　

充
電
器
２
基
を
設
置

し
、排
気
ガ
ス
を
出
さ
ず
、

環
境
に
優
し
い
Ｅ
Ｖ
バ
ス

の
運
行
体
制
を
整
え
ま
し

た
。

　

現
在
、
伊
予
鉄
バ
ス
の

Ｅ
Ｖ
車
両
７
台
の
う
ち
６

台
が
松
山
―
川
内
線
で
導

入
さ
れ
て
お
り
、
静
粛
性

や
乗
り
心
地
の
良
さ
に
加

え
、
完
全
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
運
行
や
Ｕ
Ｓ
Ｂ
ポ
ー
ト

の
設
置
な
ど
、
利
用
者
に

や
さ
し
い
工
夫
が
好
評
で

す
。

②
パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
及
び

サ
イ
ク
ル
＆
ラ
イ
ド
設
備

の
整
備

　

公
共
交
通
の
利
用
促
進

を
図
る
た
め
、
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
に
利
用
者
の
駐
車

場
（
21
台
）
お
よ
び
駐
輪

場
（
10
台
）
を
整
備
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
利
用
を

避
け
る
要
因
と
な
っ
て
い

た
、
バ
ス
停
ま
で
の
距
離

が
遠
い
と
い
う
課
題
が
解

消
さ
れ
、
車
や
自
転
車
で

ア
ク
セ
ス
し
や
す
く
な
り

ま
し
た
。

③
デ
ジ
タ
ル
表
示
器
（
バ

ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ

ム
）
の
整
備

　

バ
ス
の
発
着
時
刻
が
分

か
る
デ
ジ
タ
ル
表
示
器

を
、
よ
り
効
率
性
の
高
い

設
備
に
改
修
し
情
報
発
信

力
が
向
上
し
ま
し
た
。

　

今
ま
で
分
か
ら
な
か
っ

た
到
着
ま
で
の
時
間
が
一

目
で
分
か
る
よ
う
に
な

り
、
利
用
者
が
安
心
し
て

バ
ス
を
待
て
る
環
境
が
整

い
ま
し
た
。

◆�

今
後
の
課
題
や
目
標
は

　

Ｅ
Ｖ
バ
ス
を
導
入
す
る

こ
と
は
、
自
然
環
境
へ
の

配
慮
だ
け
で
な
く
、
災
害

時
に
非
常
用
電
源
と
し
て

バ
ス
車
両
と
車
両
充
電
設

備
も
併
せ
て
活
用
で
き
る

と
い
う
利
点
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
を

継
続
す
る
た
め
に
は
、
路

線
の
維
持
が
喫
緊
の
課
題

で
す
。
今
後
も
市
と
協
力

し
て
、
利
用
者
の
増
加
と

路
線
の
維
持
に
努
め
、
持

続
可
能
な
公
共
交
通
の
確

立
に
向
け
て
取
り
組
み
ま

す
。

（
伊
予
鉄
バ
ス
株
式
会
社
）

待合室に設置されたデジタル表示器

農地を守りながら、楽しく、
地域共生社会の実現を！

代　
表

白し
ら

戸と　
暉て
る

男お

さ
ん

副
代
表

渡わ
た
な
べ部　

明あ
き
ひ
と仁

さ
ん

●
利
用
者
の
声

Ｅ
Ｖ
バ
ス
は
、ス
マ
ホ
の
充
電
コ
ン

セ
ン
ト
が
つ
い
て
い
た
り
、電
子
決

済
が
で
き
た
り
し
て
便
利
で
す
。

静
か
で
便
利
な
Ｅ
Ｖ
バ
ス
を

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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第
４
回
東
温
市
議
会
９
月
定
例
会
が
９
月

５
日
か
ら
９
月
25
日
ま
で
21
日
間
の
会
期
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
市
長
提
案
の
一
般
会
計
補

正
予
算
等
25
議
案
（
報
告
３
件
、
補
正
予
算

３
件
、
条
例
改
正
３
件
、
認
定
８
件
、
そ
の

他
１
件
、
人
事
案
件
７
件
）
及
び
議
会
か
ら

の
意
見
書
案
１
件
の
合
計
26
議
案
を
審
議
し

ま
し
た
。 ９ 月

定例会

問 予定している野菜の種類とその出荷量、出荷農家数は。
答 共同選果の対象品目は「きゅうり・トマト・なす」があり、その他に個別選果の品目として「レタス・
いちご・そら豆・松山長なすなど約20品目を予定している。国に提出されている計画では、出荷量
3,834ｔ、農家数959戸となっている。

問 10年後、20年後の出荷数と出荷農家数の予測は。
答 農家数は減少が見込まれ、10年後には約900戸、20年後には約800戸を想定している。出荷量は、
いずれも計画と同数の3,834ｔの維持を目指す。

問 広域選果施設の設置の具体的な内容及び農家にとってのメリットは。
答 それぞれのＪＡ（産地）で管理する既存の選果機や施設の更新等の必要がなくなり、施設の単独
更新に比べて、広域化による費用削減効果が見込まれ、農家負担（利用料）の軽減となる。また、ＪＡ
職員が指導業務や荷造り支援等へ専念でき、農家にとっては、営農指導等で収穫量や品質の向上に
つながると考えられる。

本会議の動画はこちら
から視聴できます。

子育て世帯へ「おこめ券」を配付

愛媛野菜広域事業コンソーシアム（ＪＡ全農・各ＪＡ等共同事業体）が、広域選果体制の構築と物
流体制の再編を図るため、令和７年度と令和８年度の２か年で松前町に野菜の広域選果施設の建設
を予定しており、生産者の負担を軽減するため、事業費の10分の１を県下の対象13市町で負担。

ボタン操作で作物（きゅうり・トマト・なすなど）の切り替えができるマルチ選果機（イメージ）

きゅうり トマト

問 2015年の人口ビジョンによる2040年時点の32,500人を、31,000人とした理由は。
答 人口ビジョンでは、合計特殊出生率の上昇と転入者の大幅な増加を見込んでおり、これを実現す
るため、「東温市まち・ひと・しごと創生総合戦略」による様々な施策を展開してきた。しかし、一
定の効果はあったものの、大幅な改善には至らず、人口減少が進行した。

問 対象事業の変更から交付決定までの経緯は。
答 ６月議会において、当該交付金を活用した事業につ
いて、補正予算計上を行ったが、否決となった。
　その後、協議を行い、子育て世帯への経済的支援を
目的として「おこめ券」を配付する、物価高騰対策子
育て世帯生活応援事業を実施することとした。

※�社人研推計：2050年までは国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来
推計人口」の数値、それ以降はこれに準じて算出した数値

≪目標人口≫

1856万円
物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用し、子育て世帯の経済的支援を目的として、「おこ
め券」を配付。
　【対象者】０歳から高校生年代まで（令和７年10月１日時点で東温市に住民登録があること）
　【配付額】１人当たり　3,080円（440円×７枚）
※詳細については、市のホームページをご覧ください。

これから10年間（令和８～17年度）のまちづくりの方向性を示す計画を策定

注目
事業

 一般会計補正予算

4674万円
（累計218億6278万円　前年度同期比7.4％増）

反対
渡部　勇次　議員
　政策方針に対する解説文
に、不適切であったり、意味
が不明であったりする部分が
ある。また、解説文で触れて
いない政策が、体系に記載さ
れているなど、表記上の問題
点が多い。

総事業費 17億8639万円
（令和７年度本市負担額 543万円）

切り替え
可能

物価高騰対策子育て世帯生活応援事業

討論

≪将 来 像≫　“地の利”と“知の力”で　未来を築くまち　東温
≪目標人口≫　令和22年（2040年）の目標人口　31,000人
≪政策方針≫
１．育ちと学びを支えるまちづくり　　　　　５．快適に住み続けられるまちづくり
２．安全・安心が守られるまちづくり　　　　６．心豊かにつながり合うまちづくり
３．誰もが健やかに暮らせるまちづくり　　　７．みんなで進める“オール東温”のまちづくり
４．にぎわいと活力を育むまちづくり　　　　８．人のつながりで未来を拓

ひら

くまちづくり

第３次東温市総合計画基本構想

野菜広域集出荷施設を
松前に設置
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戸籍情報システム改修事業

問 振り仮名の通知が送付されたが、今回のシ
ステム改修の内容は。
答 施行日の令和７年５月26日から１年経過し
た日以降に、通知のとおり戸籍に振り仮名の
記録を行うためのシステム改修である。

81万円

戸籍にフリガナを記載

＜経常収支比率の推移＞ （単位：％）

区　分 R ４ R ５ R ６

全国平均 92.2 93.1 －

県 平 均 89.2 90.4 －

東 温 市 95.3 96.3 98.9

戸籍法の改正により、戸籍に氏名の振り仮名
が記載されることに伴う、戸籍情報システム
の改修に要する経費

　「経常収支比率」は、地方自治体の財政状
況を示す指標の一つです。「経常」とは、常
に一定の状態で続くという意味です。そして、

「収支比率」とは、収入に対する支出の割合
のことを指します。すなわち、毎年度経常的
に支出される経費（職員の給料等の人件費、
社会保障費等の扶助費、地方債発行による借
金返済経費）が、毎年度経常的に収入される
一般財源（市税や地方交付税）に占める割合
を表しています。
　「経常収支比率」は、100%に近いほど、収
入に占める支出の割合が大きくなり、突発的
な事案に対して予算措置が難しくなります。
　家計にたとえると、給料などの経常的な収
入に対し、生活費や教育費などの経常的な支
出が大きくなると、急な出費があっても柔軟
な対応ができないのと同じです。

担い手農業者機械等導入支援事業観賞用枝物類産地支援事業

地域計画等支援事業非常備消防一般管理費

問 補助対象者の人数と対象の農業機械は。
答 認定農業者が５名、新規就農者が２名であ
る。導入機械としては、認定農業者は、トラ
クター、耕起に使うスタブルカルチ、コンバ
インが２台、薬剤を散布するステレオスプレー
ヤで、新規就農者は、いちごハウス内の循環
扇とウッドチッパーである。

問 補助対象の内容は。
答 苗木及び資材（マルチシート、シート用金
具等）が対象となる。本市の観賞用枝物類と
しては、シキミとユーカリの栽培が多く、今
回の事業対象は、ユーカリが92％、シキミが
５％で、その他（スモークツリー、コバノズ
イナ、ティナス）が３％である。

問 補助事業の内容と経営状況の追跡調査は。
答 令和６年度新規就農者１名に対して、要望
のあった、うねたてマルチ・ウッドチッパー・
キウイ棚・点滴潅水（紅マドンナ）の整備を支
援する。経営状況の追跡調査については、機械
等の耐用年数を経過するまでは確認していく。

問 訓練用マネキンの使用方法は。
答 女性消防団員が応急手当普及員として市民
に講習をする際や、消防団員が救命講習を実施
する際に使用する。

ステレオスプレーヤ（後方より半円形に薬剤を散布）スモークツリー ティナス

ウッドチッパー（剪定枝を粉砕）

マネキンを使用した訓練の様子

農業用機械導入を助成

次世代の農業者を支援

認定農業者等の農業用機械等導入経費に対す
る助成に要する経費

観賞用枝物類の生産拡大等に係る種苗費等に
対する助成に要する経費

新規就農者の農業用機械等導入経費に対する
助成に要する経費

救命講習用資機材（訓練用マネキン・ＡＥＤ、
心肺蘇生訓練用マット）の整備に要する経費

374万円117万円

1455万円223万円

観賞用枝物類の生産拡大へ

訓練用マネキンほか購入

問 経常収支比率が上昇した主な要因、本市の
目指す比率とそれを下げるための改善策は。
答 令和６年度決算において、経常収支比率は
98.9％で、令和５年度決算と比較して2.6ポイ
ント上昇している。
　主な要因として、令和５年度と比較すると、
人件費が7.1％、物件費が9.5％、扶助費が9.6％
の増となっている。一方で、地方税が4.9％減
である。
　当面、95％を下回ることを目標としており、
人件費の抑制に努めるとともに、事務事業の
見直しを行うなど、経費削減に努める。

令和６年度東温市一般会計歳入歳出決算

経常収支比率が前年比2.6ポイント上昇

「経常収支比率」って
なに？

国民健康保険・後期高齢者医療
システム改修事業

問 国保と後期高齢者医療制度の支援金額は。
答 令和８年度から令和10年度にかけて段階的
に引き上げる。

39万円

276万円

国保収納消込システム等改修に要する経費

後期高齢者医療システム改修に要する経費

少子化対策として、全世代で所得に応じた負担
をする、子ども・子育て支援金を賦課徴収する
ためのシステム改修に要する経費

＜支援金の平均月額＞

国保 後期

令和８年度 250 円 200 円

令和９年度 300 円 250 円

令和10年度 400 円 350 円

※特別会計（議案43、44）

子ども・子育て支援金の負担
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令和７年９月定例会提出議案

報告６　専決処分の報告
和解及び損害賠償の額の決定

報告７　令和６年度一般会計継続費精算報告
報告８　令和６年度健全化判断比率及び資金

不足比率

議案48　第３次東温市総合計画基本構想の策
定
５ページ参照

議案49　教育委員会委員の任命
議案50　固定資産評価審査委員会委員の選任
　〜52
諮問２　人権擁護委員候補者の推薦
　〜４

意見書案１　学校給食費の無償化に際し、質
及び量の確保を担保するための
国による十分な予算措置を求め
る意見書
15ページ参照

報　告 その他

委員会提出議案

議案

浜
田
　
瑠
華

高
須
賀
啓
治

森
田
　
和
幸

渡
部
　
一
恵

大
西
　
良
也

高
須
賀
広
一

小
島
　
建
三

大
西
　
正
之

永
井
　
大
介

渡
部
　
勇
次

亀
田
　
尚
之

細
川
　
秀
明

丹
生
谷
美
雄

相
原
真
知
子

安
井
　
浩
二

議決結果
（賛成：反対）

議案第48号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × − 〇 〇 〇 〇 可　決（13：１）

賛否が分かれた議案（他の議案は全員賛成で可決されました。）

〇賛成　×反対　議長（亀田　尚之）は採決に加わらない。

　

令
和
６
年
度
の
予
算
執
行
状
況

を
審
査
す
る
た
め
、９
月
定
例
会
に

お
い
て
、議
会
選
出
の
監
査
委
員
を

除
く
14
人
の
議
員
で
構
成
す
る
決

算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま

し
た
。

　

今
議
会
に
お
い
て
、認
定
に
付
さ

れ
た
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企

業
会
計
は
、議
会
閉
会
中
の
継
続
審

査
と
し
ま
す
。

　

審
査
概
要
に
つ
い
て
は
、次
号
に

掲
載
予
定
で
す
。

　

令
和
７
年
８
月
１
日
発
行
の
第

78
号
（
P
７
）
の
「
賛
否
が
分
か

れ
た
議
案
」
の
表
中
、議
案
第
36

号
の
議
決
結
果
に
つ
い
て
、表
記

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
決
結
果

　
（
正
）
否
決

　
（
誤
）
可
決

　

訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

決
算
審
査

特
別
委
員
会
を
設
置

訂
正

議案45　行政手続における特定の個人を識別
するための番号の利用等に関する法律
に基づく個人番号の利用及び特定個人
情報の提供に関する条例の一部改正

議案46　印鑑の登録及び証明に関する条例の
一部改正

議案47　市有林野条例の一部改正

条例改正

議案42　一般会計補正予算（第３号）
４～７ページ参照

議案43　国民健康保険特別会計補正予算
（第１号）
７ページ参照

議案44　後期高齢者医療特別会計補正予算
（第１号）
７ページ参照

補正予算

９月定例会
一 般 質 問

1 外国人の生保利用のフェイク情報への対処は
2 外国人加入者の国保未納の割合は
3 加齢性難聴者の補聴器購入へ助成を

1 災害時の要配慮者支援やトイレカー導入等を

1 障がい者に対する支援の充実を
2 有害鳥獣対策について
3 住宅施策について

1 国の登録名勝「風穴」周辺の保全と活用を
2 こども家庭センターの運用の充実を
3 学校給食の意義を踏まえた改善を

1 交流人口の拡大に向けた課題は
2 年間15万人の交流人口の課題は
3 ペット同行避難訓練への対策は

森
もり

田
た

 和
かずゆき

幸 議員

細
ほそ

川
かわ

 秀
ひで

明
あき

 議員

高
たか

須
す

賀
か

 広
ひろいち

一 議員

浜
はま

田
だ

 瑠
る か

華 議員

1 地域委託清掃の課題と支援策は
2 人手不足地域への支援は
3 無縁墓地の管理は

1 農地の現状は
2 鳥獣被害対策は

1 本市独自の地域公共交通条例策定は

1 鳥獣捕獲後の処理、利活用は
2 給食センターについて
3 観月祭について

1 文化会館の設立に向けての検討は
2 コンサルタントへの事業委託は

渡
わた

部
なべ

 一
かず

恵
え

 議員

渡
わた

部
なべ

 勇
ゆう

次
じ

 議員

高
たか

須
す

賀
か

 啓
けい

治
じ

 議員

相
あい

原
はら

 真
ま

知
ち

子
こ

 議員

各議員の枠内にあるQRコードを読み取ると議会本会議での一般質問の動画を観ることができます。

※QRコードでご視聴ください。

10議員が
　　　市政を問う!!

９月９日

９月10日

大
おおにし

西 良
よし

也
なり

 議員

小
こ

島
じま

 建
けんぞう

三 議員
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①
ス
ト
ー
マ
装
具

の
基
準
額
の
引
き

上
げ
と
用
品
13
品
目
全

部
給
付
へ
の
拡
充
を
。

　

②
オ
ス
ト
メ
イ
ト
の

相
談
体
制
は
。

　
　

①
支
給
状
況
、実
勢

価
格
、厚
生
労
働
省

の
実
態
把
握
等
の
結
果
等

を
勘
案
し
な
が
ら
調
査
・

研
究
し
て
い
く
。用
品
13

品
目
は
、申
請
内
容
を
確

認
の
上
、支
給
し
て
い
く
。

　

②
必
要
に
応
じ
て
関

係
機
関
を
紹
介
す
る
な

ど
悩
み
や
不
安
の
解
消

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で

問答

き
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

（
社
会
福
祉
課
長
）

有
害
鳥
獣
対
策
に　

つ
い
て

　
　

①
猟
友
会
の
組
織
、

会
員
数（
実
働
数
）、

活
動
状
況
、課
題
及
び
狩

猟
免
許
の
取
得
者
数
は
。

　

②
農
作
物
鳥
獣
被
害

防
止
対
策
推
進
事
業
の

周
知
方
法
及
び
過
去
３

年
間
の
実
績
は
。

　
　

①
会
員
数
は
、年
平

均
60
名
程
度
で
推

移
し
て
い
る
。そ
の
う
ち

実
働
数
は
平
均
51
名
で
、

稼
働
率
は
約
85
％
と
な
っ

て
お
り
、年
平
均
捕
獲
数

１
３
３
７
で
あ
る
。課
題

と
し
て
は
高
齢
化
が
進

行
し
、若
年
層
が
少
な
い

こ
と
か
ら
技
術
や
経
験

の
継
承
が
懸
念
さ
れ
る
。

免
許
取
得
者
は
３
年
間

で
13
人
で
あ
る
。

　

②
個
別
相
談
に
対
し

て
丁
寧
に
説
明
し
、防
止

対
策
を
推
進
し
て
い
る
。

実
績
は
３
年
間
で
71
件

で
あ
る
。（
農
林
振
興
課

長
） 問答

　
　
「
上
林
の
風
穴
」
が

国
の
登
録
名
勝
と

な
っ
た
主
な
要
因
は
。

　
　

夏
場
に
見
ら
れ
る

冷
気
の
吹
き
出
し

現
象
だ
け
で
は
な
く
、皿

ケ
嶺
連
峰
の
成
立
の
歴

史
の
一
端
を
物
語
る
場

所
で
あ
る
こ
と
が
高
く

評
価
さ
れ
た
。（
生
涯
学

習
課
長
）

　
　

上
林
森
林
公
園
の

保
全
と
活
用
を
。

　
　
「
風
穴
」が
国
の
登

録
名
勝
と
な
っ
た
こ

と
を
機
会
に
、利
用
者
目

線
で
再
度
点
検
し
、効
果

問答問答

的
な
案
内
表
示
の
設
置

や
案
内
看
板
の
更
新
を

行
う
。（
都
市
整
備
課
長
）

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

の
運
用
の
充
実
を

　
　

セ
ン
タ
ー
設
置
に

よ
る
子
育
て
相
談

支
援
の
改
善
点
は
。

　
　

統
括
支
援
員
（
母

子
保
健
と
児
童
福

祉
の
両
方
に
精
通
）
を

中
心
に
、妊
娠
期
か
ら
の

情
報
を
一
元
的
に
把
握

す
る
こ
と
で
、対
象
家
庭

へ
の
円
滑
な
支
援
を
実

施
す
る
。

　
　

よ
り
身
近
な
相
談

窓
口
と
な
る
地
域

資
源
の
開
拓
を
。

　
　

保
育
所
等
関
係
機

関
で
の
相
談
、
赤

ち
ゃ
ん
訪
問
や
妊
産
婦

相
談
な
ど
を
実
施
し
て

い
る
。今
後
は
、子
ど
も

問答問答

住
宅
施
策
に
つ
い
て

　
　

①
住
宅
の
増
改
築

等
に
係
る
補
助
制

度
の
検
討
を
。

　

②
市
営
住
宅
の
改
築

計
画
は
。

　

③
保
免
団
地
の
入
居

者
に
対
す
る
支
援
及
び

取
り
壊
し
後
の
計
画
は
。

　
　

①
時
限
的
な
制
度

と
し
て
、先
進
事
例

を
参
考
に
効
果
を
見
極

め
て
検
討
し
た
い
。

　

②
解
体
は
、天
神
団

地
、寺
山
団
地
、保
免
団

地
を
計
画
し
て
い
る
。

　

③
新
規
入
居
の
停
止

や
希
望
者
の
住
み
替
え

な
ど
を
進
め
て
い
る
。
解

体
後
の
跡
地
は
民
間
主

導
で
、地
域
に
お
け
る
子

育
て
世
帯
の
受
け
皿
づ

く
り
に
つ
な
げ
た
い
。

（
都
市
整
備
課
長
）

問答

食
堂
な
ど
も
含
め
、様
々

な
家
庭
支
援
事
業
を
模

索
し
て
い
く
。（
保
育
幼

稚
園
課
長
）

学
校
給
食
の
意
義
を

踏
ま
え
た
改
善
を

　
　

完
全
米
飯
給
食
の

実
現
を
。

　
　

現
在
、週
３
～
４
回

米
飯
給
食
を
実
施

し
て
い
る
。米
飯
と
パ
ン

の
比
率
に
つ
い
て
は
、今

後
、子
ど
も
の
嗜
好
や
保

護
者
の
意
向
を
踏
ま
え
て

検
討
し
た
い
。

　
　

地
産
地
消
の
更
な

る
推
進
を
。

　
　

市
内
産
物
の
使
用

は
、現
状
維
持
が
目

標
と
な
っ
て
い
る
。今

後
、新
た
な
出
荷
者
の
発

掘
及
び
地
産
地
消
の
更

な
る
推
進
に
努
め
る
。

（
教
育
長
）

問答問答

高
たか
須
す
賀
か
 広
ひろ
一
いち
 議員

渡
わたなべ
部 勇

ゆう
次
じ
 議員

障がい者に対する
支援の充実を

国の登録名勝「風穴」
周辺の保全と活用を

保免団地

　
　

外
国
人
へ
の
生
活

保
護
支
給
を
ど
う

執
行
し
て
い
る
か
。

　
　
「
生
活
に
困
窮
す
る

外
国
人
に
対
し
て

は
一
般
国
民
に
対
す
る

生
活
保
護
の
決
定
実
施

の
取
扱
い
に
準
じ
て
、必

要
と
認
め
る
保
護
を
行

う
こ
と
」
と
示
さ
れ
て

い
る
昭
和
29
年
厚
生
省

通
知
に
基
づ
き
適
切
な

執
行
に
努
め
て
い
る
。

　
　
「
生
活
保
護
受
給
世

帯
の
３
分
の
１
は

外
国
人
」
と
い
う
Ｓ
Ｎ
Ｓ

情
報
を
ど
う
受
け
止
め

問答問

　
　

炊
き
出
し
等
の
協

定
締
結
状
況
、協
定

先
と
連
携
し
た
実
演
訓

練
の
可
能
性
は
。

　
　

協
定
を
３
事
業
所

と
締
結
し
て
い
る
。

今
後
に
お
い
て
可
能
な

範
囲
で
の
協
力
を
求
め

た
い
。（
危
機
管
理
課

長
）

　
　

要
配
慮
者
へ
の
非

常
食
備
蓄
状
況
と

福
祉
避
難
所
で
の
食
事

提
供
体
制
は
。

　
　

ミ
キ
サ
ー
粥
５
０
０

食
分
を
保
管
。介
助

は
付
き
添
い
の
ご
家
族

問答問答

て
い
る
か
。

　
　

発
信
さ
れ
た
情
報

が
行
政
や
市
民
生

活
に
影
響
を
及
ぼ
す
恐

れ
の
あ
る
も
の
で
あ
れ

ば
、真
偽
を
確
認
し
、対

応
す
る
場
合
も
あ
る
。質

問
の
情
報
に
対
す
る
市

の
コ
メ
ン
ト
は
な
い
。

　
　

東
温
市
で
生
活
保
護

を
利
用
し
て
い
る
外

国
人
は
何
世
帯
、何
人
か
。

　
　

外
国
人
生
活
保
護

受
給
者
は
１
世
帯

１
人
。（
社
会
福
祉
課
長
）

外
国
人
加
入
者
の
国
保

未
納
の
割
合
は

　
　

東
温
市
の
外
国
人

の
国
保
加
入
者
は

何
人
か
。そ
の
う
ち
国
保

料
の
未
納
者
数
、未
納
額

の
割
合
は
。

　
　

令
和
７
年
８
月
１

日
現
在
で
79
人
。

　

令
和
６
年
度
に
お
け

答問答問答

等
を
想
定
し
て
い
る
。

　
　

福
祉
避
難
所
へ
の

直
接
受
け
入
れ
の

検
討
状
況
は
。

　
　

施
設
側
か
ら
の
現

実
的
に
は
難
し
い

と
い
う
意
見
も
踏
ま
え

な
が
ら
、可
能
な
協
定
施

設
か
ら
直
接
避
難
の
実

施
に
つ
な
げ
た
い
。

　
　

医
療
的
ケ
ア
を
必

要
と
す
る
方
の
人

数
と
電
源
支
援
体
制
は
。

　
　

該
当
人
数
は
約
40

人
。災
害
対
応
用
の

発
電
機
を
危
機
管
理
課

で
68
台
、社
会
福
祉
課
で

2
台
確
保
し
て
い
る
。

（
社
会
福
祉
課
長
）

　
　

災
害
時
の
ト
イ
レ

環
境
改
善
の
た
め
、

ト
イ
レ
カ
ー
導
入
の
検

討
は
。

　
　

保
管
場
所
や
維
持

管
理
経
費
の
課
題

が
あ
る
の
で
慎
重
に
検

討
し
て
い
く
。

　
　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

閉
じ
込
め
対
策
と

し
て
、備
蓄
ボ
ッ
ク
ス
設

置
は
。

　
　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
内

に
閉
じ
込
め
ら
れ

る
事
案
が
発
生
し
た
際

問答問答問答問答

る
外
国
人
国
保
未
納
者

の
割
合
は
、日
本
人
よ
り

も
０
・
29
ポ
イ
ン
ト
低
い

１
・
00
％
。国
保
未
納
額

の
割
合
は
日
本
人
よ
り

も
０
・
26
ポ
イ
ン
ト
低
い

１
・
50
％
。「
未
納
者
数
」

「
未
納
額
」
い
ず
れ
も
日

本
人
加
入
者
と
比
較
し

て
、外
国
人
加
入
者
の
方

が
わ
ず
か
に
下
回
っ
て
い

る
状
況
に
あ
る
が
、大
き

な
差
異
は
無
い
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。（
市
民

課
長
）

加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴

器
購
入
へ
助
成
を

　
　

市
が
行
う
健
診
に

聴
力
検
査
を
取
り

入
れ
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　

こ
れ
ま
で
と
同
様

に
国
の
基
準
ど
お

り
に
実
施
し
た
い
。（
健

康
推
進
課
長
）

　
　

加
齢
性
難
聴
者
の

補
聴
器
購
入
へ
の

公
費
助
成
に
つ
い
て
は
。

　
　

現
在
の
と
こ
ろ
助

成
の
予
定
は
な
い

が
、他
の
自
治
体
の
実
施

状
況
や
国
・
県
の
動
向

を
注
視
し
た
い
。（
長
寿

介
護
課
長
）

問答問答

に
は
、有
効
な
設
備
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。今

後
設
置
に
つ
い
て
は
、施

設
管
理
者
と
協
議
を

行
っ
て
い
く
。（
危
機
管

理
課
長
）

　
　

埼
玉
県
八
潮
市
の

道
路
陥
没
事
故
を

受
け
、イ
ン
フ
ラ
老
朽
化

へ
の
危
機
感
が
高
ま
っ

て
い
る
。

　

本
市
で
の
イ
ン
フ
ラ

老
朽
化
の
現
状
や
把
握

状
況
は
。

　
　

市
道
の
道
路
・
橋

梁
に
つ
い
て
は
日

常
的
な
パ
ト
ロ
ー
ル
を

行
い
、橋
梁
や
ト
ン
ネ
ル

に
つ
い
て
は
５
年
に
１

回
法
定
点
検
を
実
施
し

て
い
る
。併
せ
て
市
民
等

か
ら
の
通
報
な
ど
も
含

め
現
状
を
把
握
し
、維
持

管
理
に
努
め
て
い
る
。

（
建
設
課
長
）

問答

小
こ
島
じま
 建
けんぞう
三 議員

浜
はま
田
だ
 瑠
る か
華 議員

災害時の要配慮者支援や
トイレカー導入等を

外国人の生保利用の
フェイク情報への対処は

外国人へのフェイク情報に
抗議する人たち

自宅にも災害用備蓄簡易トイレ

国の登録名勝となった
「上林の風穴」周辺

こども家庭センター
（総合保健福祉センター３階）
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①
東
温
ス
マ
ー
ト

Ｉ
Ｃ
の
１
日
当
た

り
の
平
均
交
通
量
は
。

　

②
２
つ
の
Ｉ
Ｃ
を
活

用
し
た
市
内
全
域
へ
の

波
及
効
果
を
目
指
す
周

遊
観
光
の
課
題
は
。

　
　

①
開
通
後
の
令
和

６
年
４
月
か
ら
５

月
ま
で
の
２
か
月
間
で

約
２
４
０
０
台
で
あ
っ

た
。そ
の
後
の
、令
和
７

年
４
月
か
ら
５
月
ま
で

の
２
か
月
間
で
は
約

３
２
０
０
台
と
、１
年
間

で
約
１
・
３
倍
の
増
加
と

な
っ
て
い
る
。

問答
　
　

本
市
の
耕
作
放
棄

地
の
現
状
は
。

　
　

現
在
、
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
に
お
い
て
、

遊
休
農
地
と
し
て
実
態

把
握
を
行
っ
て
お
り
、令

和
６
年
度
の
遊
休
農
地

56
・
８
ha
の
う
ち
約

80
％
、45
・
７
ha
が
中
山

間
地
域
に
集
中
し
て
い

る
。

　
　

農
地
の
流
動
化
面

積
及
び
担
い
手
へ

の
集
積
状
況
は
。

　
　

過
去
５
年
間
の
年

平
均
流
動
化
面
積

は
１
１
７
・
４
ha
で
、流

問答問答

　
　

地
域
に
管
理
を
委

託
す
る
公
園
の
数

と
管
理
体
制
は
。ま
た
、

市
管
理
と
の
違
い
は
。

　
　

市
内
に
は
合
計
42

か
所
の
公
園
が
あ

り
、そ
の
う
ち
11
か
所
を

地
域
に
委
託
し
て
い
る
。

日
常
の
清
掃
や
草
刈
り

は
地
域
組
織
が
行
い
、高

木
の
剪
定
や
公
園
内
に

設
置
さ
れ
た
各
種
施
設

の
定
期
点
検
な
ど
は
市

が
業
者
に
委
託
す
る
。

　

主
に
広
域
利
用
や
都

市
計
画
事
業
で
整
備
し

た
公
園
は
市
が
管
理
。主

問答
　
　

新
た
に
地
域
公
共

交
通
条
例
を
策
定

し
、東
温
市
地
域
公
共
交

通
会
議
を
し
っ
か
り
と

支
援
す
る
こ
と
に
つ
い

て
本
市
の
考
え
は
。

　
　

交
流
人
口
の
拡
大

や
雇
用
確
保
に
向

け
た
取
り
組
み
の
推
進

に
よ
り
、ま
ち
づ
く
り
の

方
向
性
が
大
き
く
変
化

す
る
可
能
性
が
あ
り
、本

市
の
公
共
交
通
の
あ
る

べ
き
姿
を
模
索
し
て
い

る
段
階
。東
温
市
地
域
公

共
交
通
計
画
を
適
宜
見

直
し
、ま
ち
づ
く
り
の
方

問答

　

②
市
内
全
域
に
点
在

す
る
観
光
施
設
や
自
然

景
勝
地
の
認
知
度
の
向

上
、観
光
客
を
引
き
つ
け

る
滞
在
コ
ン
テ
ン
ツ
や

モ
デ
ル
コ
ー
ス
の
充
実
、

更
に
は
そ
れ
ら
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
が
課
題
と

捉
え
て
い
る
。（
地
域
活

力
創
出
課
長
）

年
間
15
万
人
の
交
流

人
口
の
課
題
は

　
　

①
東
温
ス
ポ
ー
ツ

フ
ィ
ー
ル
ド
に
よ
っ

て
、ス
ポ
ー
ツ
を
軸
と
し

た
新
た
な
観
光
資
源
の

効
果
見
込
み
は
。

　

②
プ
ロ
仕
様
に
よ
る

天
然
芝
の
使
用
制
限
と

管
理
者
の
課
題
は
。

　
　

①
直
接
的
な
消
費

機
会
を
創
出
す
る

と
と
も
に
、滞
在
型
の
宿

泊
・
観
光
客
を
呼
び
込

む
新
た
な
観
光
資
源
と

し
て
、大
き
な
効
果
に
期

待
す
る
。

　

②
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
ト

の
練
習
で
は
、コ
ー
ト
２

面
を
交
互
に
使
用
し
、更

に
、コ
ー
ト
１
面
で
も
劣

化
箇
所
が
集
中
し
な
い

よ
う
に
コ
ー
ト
枠
を
移

問答動
化
率
は
年
平
均
８
・

４
％
で
推
移
し
て
い
る
。

ま
た
、担
い
手
へ
の
農
地

の
集
積
状
況
は
、令
和
５

年
度
末
で
利
用
集
積
面

積
４
４
８
ha
、集
積
率

32
・
２
％
と
な
り
、 

県
全

体
で
の
集
積
率
37
・
４
％

に
近
い
実
績
と
な
っ
て

い
る
。

　
　

農
地
の
今
後
の
見

通
し
と
確
保
に
つ

い
て
は
。

　
　

本
市
の
耕
作
面
積

の
減
少
は
避
け
ら

れ
な
い
状
況
で
、今
後

も
、遊
休
農
地
の
発
生
防

止
、解
消
に
努
め
、農
地

の
集
積
、集
約
化
を
通
じ

て
、農
地
面
積
の
減
少
を

防
ぐ
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　
　

望
ま
し
い
農
業
構

造
の
展
望
に
つ
い

て
は
。

　
　

次
世
代
に
つ
な
が

る
力
強
い
農
業
構

造
の
実
現
の
た
め
、地
域

に
合
っ
た
農
業
経
営
が

行
え
る
よ
う
、国
や
県
の

補
助
事
業
等
を
活
用
し
、

効
率
的
か
つ
安
定
的
な

支
援
に
努
め
た
い
。（
農

林
振
興
課
長
）

問答問答

に
近
隣
住
民
が
利
用
し
、

整
備
時
の
管
理
協
定
や

覚
書
を
交
わ
す
な
ど
、地

元
住
民
の
協
力
が
得
ら

れ
て
い
る
公
園
は
、地
域

で
管
理
さ
れ
て
い
る
。

　
　

地
域
管
理
が
困
難

に
な
っ
た
場
合
、市

へ
管
理
を
戻
せ
る
か
。

　
　

完
全
に
市
の
管
理

に
戻
す
こ
と
は
現

時
点
で
は
適
切
で
は
な

い
と
考
え
る
が
、地
域
の

状
況
に
応
じ
て
負
担
軽

減
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

い
、市
と
地
域
が
協
働
す

る
体
制
を
推
進
し
て
い

き
た
い
。

　

人
口
減
少
や
高
齢
化

の
進
展
な
ど
、整
備
時
と

地
域
の
状
況
が
変
わ
っ

て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、

将
来
的
に
は
公
園
の
在

り
方
に
つ
い
て
検
討
も
必

要
。（
都
市
整
備
課
長
）

問答向
性
や
課
題
が
明
確
に

な
っ
た
段
階
で
、条
例
化

の
必
要
性
を
検
討
す
べ

き
。

　
　

地
域
公
共
交
通
計

画
に
つ
い
て
、Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
目
標
11
タ
ー
ゲ
ッ

ト
２
の
施
策
と
現
在
の

達
成
率
は
。期
限
ま
で
に

達
成
可
能
か
。

　
　

移
動
手
段
計
画
に

掲
げ
る
８
つ
の
事

業
の
う
ち
、「
地
域
の
移

動
手
段
を
地
域
が
主
体

的
、継
続
的
に
考
え
る
仕

組
み
の
導
入
」、「
運
転
手

確
保
に
向
け
た
取
り
組

み
の
推
進
」、「
タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
絞
っ
た
モ
ビ
リ

テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」、

「
交
流
人
口
拡
大
に
向
け

た
取
り
組
み
の
推
進
」、

「
幹
線
の
運
行
水
準
の
維

持
と
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
」、「
支
線
や
乗
り
合
い

交
通
不
便
地
域
に
お
け

る
タ
ク
シ
ー
等
の
活
用
」

の
６
つ
の
事
業
が
該
当

問答

動
し
な
が
ら
の
使
用
制

限
を
行
う
。ま
た
、年
間

を
通
じ
て
適
正
な
管
理

が
重
要
な
課
題
に
な
る

た
め
、天
然
芝
の
管
理
に

豊
富
な
知
識
及
び
経
験

が
あ
る
業
者
等
に
委
託

す
る
。（
市
長
）

ペ
ッ
ト
同
行
避
難
訓
練

へ
の
対
策
は

　
　

被
災
ペ
ッ
ト
な
ど

の
「
飼
い
主
の
会
」

結
成
へ
の
方
向
性
は
。

　
　

避
難
所
に
お
け
る

ペ
ッ
ト
ス
ペ
ー
ス

管
理
や
ペ
ッ
ト
関
係
支

援
物
資
の
管
理
は
、「
飼

い
主
の
会
」
が
理
想
と

思
わ
れ
る
。ま
ず
は
、意

識
の
醸
成
を
重
視
し
て

実
施
し
て
い
き
た
い
。

（
危
機
管
理
課
長
）

問答鳥
獣
被
害
対
策
は

　
　

鳥
獣
被
害
の
対
策

の
現
状
と
効
果
は
。

　
　

守
り
・
攻
め
・
地
域

体
制
づ
く
り
の
対

策
を
並
行
し
て
進
め
る

こ
と
に
よ
り
、鳥
獣
害
防

止
対
策
と
し
て
一
定
の

成
果
は
上
が
っ
て
い
る

と
思
っ
て
い
る
。

　
　

本
市
の
有
害
鳥
獣

駆
除
活
動
状
況
は
。

　
　

県
農
業
関
係
団
体

や
猟
友
会
で
構
成

す
る
東
温
市
農
作
物
等

鳥
獣
害
防
止
対
策
協
議

会
を
設
置
し
、被
害
の
実

態
や
対
策
へ
の
要
望
等

情
報
を
収
集
し
、被
害
防

止
対
策
を
検
討
し
て
有

害
鳥
獣
の
捕
獲
を
実
施

し
て
い
る
。（
農
林
振
興

課
長
）

問答問答

人
手
不
足
地
域
へ
の

支
援
は

　
　

大
型
ラ
ジ
コ
ン
草

刈
り
機
等
の
購
入
・

レ
ン
タ
ル
や
、女
性
で
も

扱
い
や
す
い
電
動
式
軽

量
型
草
刈
機
の
導
入
支

援
は
可
能
か
。

　
　

既
存
の
補
助
制
度

を
活
用
す
る
こ
と

で
、購
入
・
レ
ン
タ
ル
支

援
は
い
ず
れ
も
可
能
。

　

具
体
的
に
は
、分
館
活

動
補
助
金
は
レ
ン
タ
ル
費

に
活
用
で
き
、自
治
活
動
推

進
費
は
自
由
度
が
高
く
、

使
途
を
問
わ
ず
活
用
で
き

る
。予
算
拡
充
は
出
来
な

い
が
、地
域
に
応
じ
た
支
援

を
継
続
す
る
。（
総
務
課
長
）

無
縁
墓
地
の
管
理
は

　
　

無
縁
墓
地
の
現
状

把
握
と
管
理
に
つ

い
て
市
の
考
え
は
。

　
　

無
縁
墓
地
の
管
理

は
墓
地
設
置
者
や

管
理
者
が
主
体
的
に
行
う

も
の
で
あ
り
、市
と
し
て

直
接
的
な
関
与
は
出
来
な

い
。た
だ
し
、移
転
や
改
葬

手
続
き
の
相
談
は
可
能
で

あ
る
。（
環
境
保
全
課
長
）

問答問答す
る
も
の
と
考
え
る
。本

計
画
は
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理

念
を
参
考
に
国
際
的
な

目
標
を
本
市
の
地
域
課

題
と
し
て
捉
え
て
策
定

し
た
が
、マ
イ
カ
ー
の
普

及
や
近
年
の
人
口
減
少

の
本
格
化
、運
転
手
不
足

の
深
刻
化
な
ど
、交
通
事

業
者
を
取
り
巻
く
環
境

が
依
然
と
し
て
厳
し
い

状
況
に
あ
り
、目
標
の
達

成
は
容
易
で
は
な
い
。

　
　

東
温
市
地
域
公
共

交
通
会
議
委
員
に

「
障
が
い
者
代
表
」「
18

歳
以
上
の
学
生
代
表
」

を
明
文
化
し
、会
議
の
活

性
化
を
行
う
考
え
は
あ

る
の
か
。

　
　

障
が
い
者
や
18
歳

以
上
の
学
生
の
方

に
意
見
を
頂
く
こ
と
は

重
要
で
あ
る
。既
に
障
が

い
者
福
祉
を
含
め
福
祉

全
般
に
精
通
し
た
社
会

福
祉
協
議
会
の
代
表
が

参
加
し
て
い
る
。明
文
化

す
る
に
は
継
続
的
に
参

加
で
き
る
組
織
や
体
制

が
整
っ
て
い
る
か
な
ど

十
分
な
検
討
が
必
要
。

（
副
市
長
）

問答

細
ほそかわ
川 秀

ひであき
明 議員大

おおにし
西 良

よしなり
也 議員

渡
わたなべ
部 一

かず
恵
え
 議員森

もり
田
た
 和
かずゆき
幸 議員

地域委託清掃の課題と
支援策は

交流人口の拡大に
向けた課題は農地の現状は

本市独自の地域公共
交通条例策定は

東温スポーツフィールド内のサッカー場
（イメージ）

地域で管理されている
くぼの泉公園

耕作放棄地

地域公共交通計画
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鳥
獣
捕
獲
後
の
処

理
や
利
活
用
に
つ

い
て
、県
や
民
間
団
体
と

の
連
携
を
含
め
た
、市
の

見
解
は
。

　
　

県
を
中
心
に
情
報

共
有
を
行
っ
て
い

る
が
、具
体
的
な
利
活
用

の
情
報
は
乏
し
い
。国
の

制
度
や
補
助
金
は
あ
る

が
、関
係
者
が
一
体
と

な
っ
た
取
り
組
み
が
必

要
で
、現
状
で
は
十
分
に

進
ん
で
い
な
い
。

　
　

害
獣
を
活
用
し
た

地
域
づ
く
り
に
役

立
て
る
取
り
組
み
に
対

問答問

　
　

文
化
会
館
設
立
の

検
討
に
向
け
た
具

体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

及
び
進
捗
状
況
は
。

　
　

文
化
会
館
設
立
に

つ
い
て
は
、当
面
は

中
央
公
民
館
や
川
内
公

民
館
、坊
っ
ち
ゃ
ん
劇
場

な
ど
既
存
施
設
を
活
用

し
、地
域
文
化
の
継
承
・

発
展
を
進
め
る
方
針
の

た
め
、具
体
的
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
や
進
捗
は
な

い
。

　
　

市
民
や
関
係
団
体

と
の
意
見
交
換
、市

民
へ
の
情
報
提
供
、理
解

問答問

し
て
、市
か
ら
の
補
助
や

支
援
は
。

　
　

野
生
鳥
獣
を
ジ
ビ

エ
等
に
活
用
す
る

こ
と
は
意
義
あ
る
が
、衛

生
基
準
が
厳
し
く
容
易

で
は
な
い
。市
独
自
の
補

助
は
な
い
が
、全
国
で
は

給
食
や
農
泊
、ペ
ッ
ト

フ
ー
ド
等
に
活
用
さ
れ

て
お
り
、成
功
事
例
を
参

考
に
研
究
を
進
め
た
い
。

（
農
林
振
興
課
長
）

給
食
セ
ン
タ
ー
に　

つ
い
て

　
　

厨
房
機
器
の
中
長

期
的
な
設
備
更
新

は
。

　
　

緊
急
性
の
高
い
設

備
か
ら
修
繕
・
更

新
を
行
っ
て
い
る
。本
年

度
、10
か
年
の
更
新
計
画

の
策
定
を
進
め
て
い
る
。

　
　

調
理
ス
タ
ッ
フ
の

ス
キ
ル
向
上
・
組

答問答問

促
進
の
取
り
組
み
は
。

　
　

市
民
や
関
係
団
体

と
の
意
見
交
換
や

情
報
提
供
は
行
っ
て
い

な
い
が
、既
存
施
設
に
つ

い
て
は
、利
用
団
体
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
有
効

活
用
に
努
め
た
い
。（
教

育
委
員
会
事
務
局
長
）

　
　

近
い
将
来
、検
討
す

る
と
さ
れ
た
市
民

待
望
の
文
化
会
館
設
立

に
向
け
て
の
検
討
は
。

　
　

合
併
後
の
優
先
整

備
が
一
段
落
し
、文

化
会
館
設
立
は
重
要
課

題
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

既
存
施
設
を
活
用
し
つ

つ
、機
が
熟
し
た
時
点
で

検
討
委
員
会
を
設
置
す

る
。財
政
面
の
課
題
も
あ

り
、時
間
は
か
か
る
が
、

補
助
制
度
も
活
用
し
検

討
し
た
い
。（
市
長
）

答問答

織
活
性
化
の
た
め
の
人

事
異
動
は
。

　
　

組
織
運
営
の
健
全

化
、衛
生
管
理
ス
キ

ル
の
共
有
等
の
メ
リ
ッ

ト
は
あ
る
。会
計
年
度
任

用
職
員
は
、採
用
時
に
就

労
先
、就
労
条
件
が
定

ま
っ
て
い
る
た
め
調
理

員
の
希
望
に
配
慮
し
な

が
ら
協
議
し
て
い
き
た

い
。（
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
長
）

観
月
祭
に
つ
い
て

　
　

観
月
祭
の
再
開
に

向
け
た
具
体
的
な

検
討
は
。

　
　

実
施
団
体
等
の
運

営
体
制
が
構
築
さ

れ
、地
域
と
の
合
意
形
成

が
整
い
、安
定
的
な
開
催

が
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、

可
能
な
限
り
の
支
援
を

行
い
た
い
。

　
　

開
催
場
所
に
現
在

整
備
中
の
サ
ッ
カ
ー

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
活
用
は
。

　
　

通
行
規
制
や
交
通

渋
滞
、地
権
者
と
の

交
渉
な
ど
、課
題
の
解
消

は
難
し
い
状
況
で
、現
在

適
地
は
見
つ
け
ら
れ
て

い
な
い
。（
統
括
部
長
）

答問答問答

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
へ
の

事
業
委
託
は

　
　

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

へ
の
委
託
理
由
と

市
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

の
役
割
分
担
、な
ら
び
に

今
後
の
職
員
の
主
体
的

な
計
画
策
定
へ
の
関
わ

り
方
と
職
員
の
ス
キ
ル

や
知
識
の
活
用
方
法
は
。

　
　

限
ら
れ
た
期
間
内

で
実
効
性
の
高
い

計
画
を
策
定
す
る
た
め
、

調
査
や
分
析
、素
案
作

成
、検
討
組
織
の
運
営
支

援
な
ど
を
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
が
担
う
。市
は
計
画

の
目
的
や
方
向
性
の
決

定
を
は
じ
め
、各
プ
ロ
セ

ス
に
お
い
て
主
体
的
に

関
わ
り
、各
部
署
の
職
員

の
ス
キ
ル
や
知
識
を
活

用
し
な
が
ら
協
議
を
重

ね
、最
終
的
な
判
断
を

行
っ
て
い
る
。民
間
事
業

者
の
知
見
や
先
進
事
例
、

専
門
的
な
デ
ー
タ
分
析

を
活
用
す
る
こ
と
で
、職

員
の
業
務
負
担
軽
減
と

計
画
の
質
の
向
上
を

図
っ
て
い
る
。（
企
画
財

政
課
長
）

問答

高
たか
須
す
賀
か
 啓
けい
治
じ
 議員

相
あいはら
原 真

ま ち こ
知子 議員

文化会館の設立に
向けての検討は

鳥獣捕獲後の処理、
利活用は

市内で捕獲した鹿のステーキ

昭和56年建設の老朽化した中央公民館

〈
議
場
コ
ン
サ
ー
ト
開
催
に
つ
い
て
〉

　

令
和
７
年
11
月
28
日（
金
）午
前
９

時
か
ら
議
場
で
、12
月
定
例
会
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
と
し
て
、坊
っ
ち
ゃ
ん
劇
場

「
新  

鶴
姫
伝
説
」
の
出
演
者
に
よ
る

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、議
場
の
傍
聴
席
よ
り
ご
覧
く

だ
さ
い
。

〈
表
紙
写
真
に
つ
い
て
〉

　

な
め
が
わ
清
流
の
森
で
実
施
し
た

「
わ
ん
ぱ
く
広
場  

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
」

の
様
子
で
す
。

　

こ
ど
も
た
ち
は
、川
遊
び
や
野
外
炊

飯
で
、豊
か
な
自
然
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

現
在
、国
に
お
い
て
学
校
給
食
費

の
無
償
化
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。学

校
給
食
は
、児
童
生
徒
の
健
全
な
成

長
を
支
え
る
重
要
な
教
育
の
一
環

で
あ
り
、ま
た
食
育
や
地
域
農
業
の

振
興
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
。

　

一
方
、全
国
一
律
の
無
償
化
に
よ

り
、自
治
体
に
お
い
て
は
限
ら
れ
た

予
算
内
で
給
食
費
を
賄
う
必
要
が

生
じ
、そ
の
結
果
、物
価
高
騰
等
の

影
響
に
よ
り
、給
食
の
質
や
量
が
低

下
し
か
ね
ず
、自
治
体
間
で
格
差
が

生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
。よ
っ
て
、無

償
化
は
家
庭
の
経
済
的
負
担
軽
減

と
い
う
側
面
の
み
な
ら
ず
、給
食
の

質
と
量
の
維
持
・
向
上
と
い
う
観

点
か
ら
も
実
施
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、地
産
地
消
の

取
組
が
全
国
的
に
み
て
も
先
進
的

に
行
わ
れ
て
お
り
、地
域
農
業
に
携

わ
る
方
々
が
「
子
ど
も
た
ち
に
食

べ
て
も
ら
い
た
い
。」
と
い
う
想
い

を
も
っ
て
農
作
物
を
供
給
し
て
い

る
。こ
れ
ら
の
取
組
と
生
産
者
の
誇

り
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、無
償
化
に
当
た
っ
て
は
、地
元

生
産
者
の
参
画
意
欲
を
継
続
的
に

支
え
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

　

な
お
、給
食
無
償
化
の
制
度
設
計

に
当
た
っ
て
は
、地
域
ご
と
の
給
食

提
供
体
制
や
財
政
状
況
、地
産
地
消

の
進
展
状
況
な
ど
、地
方
自
治
体
の

実
情
を
十
分
に
踏
ま
え
、国
と
自
治

体
が
丁
寧
に
協
議
を
重
ね
る
体
制

を
構
築
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ

る
。

　

よ
っ
て
、国
に
よ
る
給
食
無
償
化

の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、全
て
の
児

童
・
生
徒
の
健
や
か
な
成
長
を
促

す
上
で
、給
食
の
質
及
び
量
の
担
保

を
可
能
と
す
る
十
分
か
つ
継
続
的

な
予
算
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、

自
治
体
間
で
格
差
が
生
じ
な
い
制

度
設
計
に
向
け
て
、左
記
の
事
項
に

つ
い
て
特
段
の
取
組
を
強
く
求
め

る
。

記

１�　

食
育
の
推
進
を
踏
ま
え
、給
食

の
質
及
び
量
の
確
保
を
可
能
と

す
る
、安
定
的
か
つ
十
分
な
国
の

財
政
支
援
を
行
う
こ
と
。

２�　

地
域
の
特
色
あ
る
給
食
が
継

続
で
き
る
よ
う
、自
治
体
と
の
協

議
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
。

３�　

地
産
地
消
の
推
進
に
向
け
、地

域
農
業
支
援
の
継
続
と
生
産
者

の
参
画
意
欲
を
維
持
す
る
仕
組

み
を
設
け
る
こ
と
。

学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
際
し
、

質
及
び
量
の
確
保
を
担
保
す
る
た

め
の
国
に
よ
る
十
分
な
予
算
措
置

を
求
め
る
意
見
書

　

本
年
４
月
に
開
催
さ
れ
た
第
３
回

議
会
報
告
会
に
お
い
て
、「『
食
と
農
』

学
校
給
食
と
地
産
地
消
」
を
テ
ー
マ

に
、市
民
と
の
意
見
交
換
会
を
行
い

ま
し
た
。そ
の
際
、市
民
か
ら
出
さ
れ

た
意
見
等
を
踏
ま
え
、委
員
会
と
し

て
、以
下
の
よ
う
な
学
校
給
食
に
関

す
る
国
へ
の
意
見
書
を
作
成
し
、本

会
議
で
提
案
し
ま
し
た
。採
決
の
結

果
、全
員
賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

東温市産の野菜を使った学校給食

なめがわ清流の森 出演者

国
に
意
見
書
を
提
出

文
教
市
民
福
祉
委
員
会　
　
　

委
員
長　

大
西　

正
之
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令
和

7
年

1
1
月

1
日

再
生
紙
を

使
用
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
で
４
回
目
の
議

会
だ
よ
り
の
発
行
に
関

わ
り
ま
し
た
。

　

ど
う
す
れ
ば
市
民
に

分
か
り
や
す
い
内
容
に

な
る
か
、委
員
会
で
時
間

を
か
け
て
話
し
合
っ
て

作
成
し
て
い
ま
す
。

　

限
ら
れ
た
紙
面
の
中

で
、議
会
の
現
状
を
知
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

１
ペ
ー
ジ
ず
つ
、言
葉
選

び
や
写
真
の
大
き
さ
ま

で
、細
部
に
こ
だ
わ
っ
て

仕
上
げ
て
い
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
を
お
届

け
す
る
こ
と
が
、市
政
を

よ
り
身
近
に
感
じ
て
い

た
だ
く
き
っ
か
け
と
な

れ
ば
幸
い
で
す
。

（
森
田　
和
幸
）

12月定例会のお知らせ（予定）

編　
集　
後　
記

　

弊
社
は
昭
和
41
年
に
先

代
の
岸
本
幸
雄
に
よ
り
松

山
市
に
創
業
し
ま
し
た
。

　

当
時
は
乾
物
問
屋
を
営

ん
で
お
り
ま
し
た
が
、昭
和

56
年
に
干
物
の
メ
ー
カ
ー

へ
業
態
を
変
化
さ
せ
、現
在

に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

先
代
の
時
代
か
ら
こ
だ

わ
り
を
持
っ
た
モ
ノ
づ
く

り
や
新
し
い
こ
と
へ
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
て
き

た
こ
と
が
、さ
く
ら
セ
レ

ク
ト
商
品
と
し
て
認
定
さ

れ
て
い
る
「
ま
る
と
っ
と
」

や
宇
宙
食
に
繋
が
っ
て
い

け
た
の
だ
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
県
内
産
の
養
殖
タ

イ
、ブ
リ
を
使
用
し
た
「
た

い
め
し
」、「
ぶ
り
め
し
」
も

同
商
品
と
し
て
認
定
を
受

け
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
こ
の
特
性

を
生
か
し
な
が
ら
、地
域
の

方
々
に
支
持
さ
れ
る
企
業

で
あ
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

株
式
会
社
キ
シ
モ
ト
　

　
　
代
表
取
締
役 
岸き
し
も
と本

　
善よ
し
み
つ光
さ
ん

（
則
之
内
）

人
の
想
い
か
ら

　
　
　
　
商
品
開
発
へ

人
シ
リ
ー
ズ

SAKURA select 選定品
まるとっと

発
行
責
任
者
亀
田　
尚
之

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委
員
長
渡
部　
勇
次

副
委
員
長
丹
生
谷
美
雄

委

員
安
井　
浩
二

〃

大
西　
良
也

〃

渡
部　
一
恵

〃

森
田　
和
幸

〃

高
須
賀
啓
治

〃

浜
田　
瑠
華

　市のホームページで議会開会中、
生中継がご覧になれます。
　また、過去の録画中継もご覧に
なれます。

議会インターネット
中継

市議会ページ

東温市
イメージキャラクターいのとん

議会だよりが
スマホで読めます。

日 月 火 水 木 金 土

11/23 24 25 26 27 28 29

30 12/1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

議場での会議本会議 ※総務委員会は、総務産業建設委員会
　文教委員会は、文教市民福祉委員会を略して記載

勤労
感謝
の日

振替休日
開会

総務・文教
委員会

一般質問 一般質問 質疑
予算委員会

調査日
（総務）

調査日
（文教）

総務委員会
　　分科会

文教委員会
　　分科会

予算委員会 閉会


